
協定企業名 住友大阪セメント株式会社 高知工場 

交流行事名 平成 27年度 「住友大阪セメント~須崎 未来を拓く森」間伐体験事業 

開催日時 平成 27年 12月 5日（土） 9:00～12:30 

開催場所 須崎市大谷井立山の森林、野見漁港 

主 な 参 加

者・人数 

住友大阪セメント㈱高知工場社員 15名 

須崎市 4名、須崎地区森林組合 5名、高知県 2名            総勢 26名 

概要 間伐体験、港の清掃活動 

交流活動の

概要 

09:00   開会 挨拶（住友大阪セメント井上工場長、須崎市楠瀬市長） 

09:30  間伐 

11:00  野見漁港の清掃活動 

11:30  昼食 挨拶（双子大敷組合 森光組合長） 

12:30  閉会 挨拶（須崎地区森林組合 細木組合長） 

当日の様子 昨年は台風の影響で開催できませんでしたが、今年は暖かい日差しの下、交流活動を

開催することができました。  

 【開会式】                        【間伐体験】 

 

 

 

 

 

 

 

井上工場長ごあいさつ。       楠瀬市長ごあいさつ。         初めての間伐。 

 【間伐体験】 

 

 

 

 

 

 

 今回の間伐体験で一番大きな木を切るベテランチーム！その大きさに苦戦しましたが、倒れる時の迫力は満点!!森

林組合の方からは倒木方向も、切り株のつるの残り具合も上出来だとお褒めの言葉をいただき、笑顔があふれました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

こちらのチームでは切った木が、かかり木となり、かかり木処理に悪戦苦闘。もうだめか…と諦めかけましたが、

皆で力を合わせる事数分…。ついにチェーンソーを使うことなく、自力でかかり木を処理することができました。 

間伐後の森を見上げると、青空が覗き、太陽の光が差し込んでいました。間伐を行うことで暗かった森に光が差し

込み、下草が生え、土壌の流出を防いでくれます。CO2の吸収量も増えます。間伐の大切さを感じていただけました。    



【清掃活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間伐後は、野見漁港に移動し清掃活動を行いました。一見きれいに見える港ですが、空きかんやペットボトル、ビ

ニールなど沢山のゴミが収集されました。    

【昼食】 

 

 

 

 

 

    

昼食は、双子大敷組合の皆さんが鯛など魚介の出汁たっぷりのお汁と、鯛飯、カンパチのお刺身を用意してくれま

した。美味しすぎておかわりする方が続出!! 皆さんお腹いっぱい楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

  

双子大敷組合森光組合長の挨拶。 毎年この昼食を楽しみに参加される社員の方も多いようです。 

 

【記念撮影】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住友大阪セメントの皆様、関係者の皆様、ありがとうございました。 

 


